


　美瑛町内で生産された米や麦を使った「食」を児童や生
徒に食して頂こうと、今年も当 JA では学校給食用に美瑛
米「ななつぼし」と製パン性に適した小麦「ゆめちから」
を使った食パンを寄贈しました。11 月 17 日に贈呈式が
行われ、熊谷組合長、稲作生産部会の通秀明部会長、麦作
生産部会の山本賢一部会長が浜田町長、千葉教育長を訪
れ、それぞれを贈呈。熊谷組合長は「今年も水稲、畑作と
も良好、計画通りの良質な農産物が生産できた。給食を通
して美瑛産農畜産品を味わってもらいたい」と挨拶。
　浜田町長も「生産者の思いがいっぱい詰まった良質な農
産物を頂いたことに感謝。食を通し元気な児童、生徒に
育ってほしい」と述べていました。当 JA からの寄贈は米
300 袋（30㌔）に食パン 900 食分。町内の児童生徒に提
供され、安全安心な地元産が提供されました。 

　

Ｊ
Ａ
役
員
と
農
業
委
員
会
委
員
、
町
議

が
一
堂
に
介
し
相
互
の
連
携
を
深
め
て
美

瑛
の
農
業
振
興
に
役
立
て
よ
う
と
11
月
1

日
、
初
の
取
り
組
み
と
し
て
農
業
懇
談
会

が 

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
46
名
の
関

係
者
が
集
ま
り
冒
頭
、
こ
の
会
の
き
っ
か

け
づ
く
り
を
し
た
川
﨑
農
業
委
員
会
長
が

経
過
報
告
。
続
い
て
浜
田
町
長
が
現
在
美

瑛
町
で
抱
え
て
い
る
課
題
と
し
て
Ｊ
Ｒ
問

題
、
財
政
問
題
、
高
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
な
ど
を
挙
げ
、
美
瑛
の
産
業
の
中

心
を
農
業
に
お
い
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
を
強
調
。
下
宇
莫
別
に
建
設
中
の

研
修
施
設
の
取
り
組
み
な
ど
も
交
え
て
農

業
振
興
の
姿
勢
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
熊
谷
組
合
長
が
今
年
度
の
総
生
産
は
交

付
金
・
補
給
金
も
含
め
１
５
２
億
円
が
見
通

せ
る
と
初
め
て
公
表
。
美
瑛
米
の
マ
ー
ケ
テ

イ
ン
グ
戦
略
、
美
瑛
選
果
で
の
付
加
価
値
販

売
、
豪

州
で
の

担
い
手

研
修
な

ど
１
時

間
余
り

に
わ
た

っ
て
紹

介
を
し

ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
越
冬
前
の
風
物
詩
と
な
っ
た

「
馬
鈴
薯
の
雪
室
貯
蔵
」
が
11
月
10
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
貯
蔵
は
約
8
㌧
。

フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
が
や
や
埋
ま
る
程
度
に

作
業
機 

で
「
貯
蔵
用
の
穴
」
を
掘
り
手
際

よ
く
作
業
が
進
め
ら
れ
「
む
し
ろ
」
で
丁

寧
に
包
ま
れ
、
呼
吸
用
の
「
稲
束
」
を
フ

レ
コ
ン
の
上
に
立
て
土
で
覆
い
春
ま
で
の

眠
り
に
つ
き
ま
し
た
。

　

越
冬
馬
鈴
薯
は
低
温
貯
蔵
す
る
と
糖
分

が
増
え
る
た
め
甘
さ
が
増
す
と
さ
れ
ま

す
。
馬
鈴
薯
自
体
が
凍
ら
な
い
た
め
デ
ン

プ
ン
質
を
糖
分
に
変
え
る
、
い
わ
ゆ
る
自

己
防
衛
の
た
め
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
秋
に
収
穫
さ
れ
た
馬
鈴
薯
と
は
一
味

違
っ
た
食
味
を
楽
し
め
る
こ
と
か
ら
人
気

を
呼
ぶ「
び
え
い
特
産
品
」の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
主
産
地
十
勝
で
も
盛
ん
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
こ
の
雪
室
貯
蔵
。「
こ
っ

ち
の
い
も
は
甘
い
ぞ
」
と
声
高
に
言
い
た

い
の
で
す
が
、
お
目
覚
め
が
楽
し
み
で
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
担
い
手
育

成
研
修
と
し
て
当
Ｊ
Ａ
が
事
業

計
画
に
組
み
込
ん
で
い
た
研
修

の
具
体
化
が
始
ま
り
ま
し
た
。

大
き
な
目
的
は
、
同
州
が
北
海

道
に
近
い
風
土
で
季
節
が
真
逆

な
た
め
、
農
閑
期
を
利
用
し
て

本
町
の
担
い
手
が
海
外
で
研
修

を
重
ね
る
と
と
も
に
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
手
法
も
身
に
着
け
、

若
手
農
業
者
が
将
来
の
農
業
経

営
に
も
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
本
年
2
月
末
に
タ
ス

マ
ニ
ア
州
立
専
門
学
校
と
担
い
手
育
成
の
た
め

の
海
外
育
成
研
修
の
協
定
を
結
ん
で
お
り
ま
し

た
が
、
今
回
出
発
の
11
月
18
日
に 

4
名
が
協
定

締
結
後
初
の
研
修
と
な
り
ま
す
。

　

タ
ス
マ
ニ
ア
州
は
北
海
道
と
季
節
、
気
候
と

も
似
た
風
土
で
年
間
気
温
は
︱
5
度
～
35
度
。

1
月
か
ら
3
月
が
作
物
を
育
て
る
ピ
ー
ク
。水
、

土
地
、
太
陽
光
が
豊
富
で
主
産
業
は
農
業
、
林

業
、漁
業
、牧
畜
酪
農
な
ど
。農
業
で
は
馬
鈴
薯
、

と
ま
と
、
に
ん
じ
ん
、
玉
ね
ぎ
、
レ
タ
ス
が
中

心
で
す
。
農
業
主
1
戸
当
り
の
耕
作
面
積
は
約

１
０
０
㌶
、
野
菜
の
生
産
者
戸
数
は
約
２
６
０

戸
。
物
価
が
非
常
に
高
く
、
日
本
と
同
様
に
農

家
人
口
の
減
少
が
続
き
、
１
戸
当
た
り
の
経
営

規
模
も
拡
大
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
研
修
参
加
者

の
帰
国
は
12
月
17
日
、
日
豪
と
の
文
化
交
流
も

兼
ね
る
取
り
組
み
で
す
が
、
一
回
り
大
き
く
成

長
し
て
の
帰
国
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
参
加
者
（
敬
称
略
）

大
波　

太
郎
（
新
星
）　

酒
本　

新
一
（
水
沢
）

前
田　

翔（
置
杵
牛
）　

神
成　

貴
洋（
新
区
画
）

大きく育って、美瑛産で
今年も米、パンを美瑛町児童、生徒に

美瑛の農業を語る
Ｊ
Ａ
役
員
、

　
　

農
業
委
員
、
町
議
が
一
堂
に

おやすみなさい。
　　　雪 室 貯 蔵

豪州担い手研修
タスマニア州立専門校で相互研修

2

第1127号　平成29年12月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）



　

昭
和
22
年
11
月
19
日
に
協
同
組
合
の
基

礎
法
で
あ
る
農
協
法
が
公
布
さ
れ
て
今
年

で
70
年
。
例
年
実
施
の
組
合
員
の
皆
さ
ま

方
の
お
宅
に
職
員
が
お
伺
い
す
る
「
一
斉

皆
訪
問
」
が
11
月
17
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
職
員
37
班
99
名
が
訪
問
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
営
農
活
動
の
後
片
付
け

や
根
も
の
類
の
最
後
の
収
穫
作
業
に
励
む

組
合
員
の
皆
さ

ん
な
ど
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し

た
が
、
茶
菓
の
も
て
な
し
な
ど
お
気
遣
い

を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
訪

問
前
の
記
念
朝
会
で
は
熊
谷
組
合
長
が
法

公
布
の
意
義
や
本
年
度
の
営
農
活
動
の
結

果
な
ど
を
報
告
。
今
年
度
の
生
産
額
で
は

畑
作
、
水
稲
、
畜
産
と
も
平
年
以
上
の
生

産
額
を
確
保
で
き
る
見
通
し
で
、
区
域
内

農
業
生
産
額
計
画
、
１
１
８
億
５
千
万
円

　
　

年
金
友
の
会
が
企
画
す
る
秋
の
道
外

旅
行
が
11
月
７
日
か
ら
３
泊
４
日
の
行
程

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
企
画
は
熱
海
、

伊
豆
方
面
で
30
名
の
参
加
で
す
。
小
田
原

城
や
静
岡
県
の
三
島
大
社
、
国
の
史
跡
に

も
指
定
さ
れ
日
本
で
唯
一
現
存
の
、
韮
山

反
射
炉
、
竜
个
岩
洞
と
呼
ば
れ
る
鍾
乳
洞

な
ど
で
す
。
特
に
今
話
題
の
「
お
ん
な
城

主
、
直
虎
の
大
河
ド
ラ
マ
館
」
は
今
年
１

月
か
ら
放
映
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
館
。

戦
国
時
代
徳
川
四
天
王
の
一
人
に
数
え
ら

れ
、
彦
根
藩
の
藩
祖
と
な
っ
た
井
伊
直
政

に
対
し
１
２
０
億
６
千
万
円
見
込
み
で
昨

年
比
６
億
２
千
万
円
の
増
、
交
付
金
や
補

給
金
を
加
え
た
総
額
で
は
１
５
２
億
円
の

見
込
み
金
額
を
公
表
し
、
こ
の
３
年
間
で

は
災
害
な
ど
自
然
の
辛
い
仕
打
ち
を
受
け

た
年
度
が
あ
っ
た
も
の
の
生
産
額
で
は
計

画
を
確
保
し
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
昨
年
台
風
で
罹
災
し
た
穀
類

施
設
は
夏

の
第
１
期

工
事
が
完

了
、
現
在
来
春
３
月
の
工
事
完
了
を
目
ざ

し
て
い
る
事
、
創
立
70
周
年
記
念
事
業
に

係
る
記
念
誌
の
発
刊
や
記
念
式
典
、
正
組

合
員
各
氏
に
贈
呈
の
記
念
品
、
加
え
て
青

年
部
員
が
１
个
月
間
タ
ス
マ
ニ
ア
で
の
農

業
研
修
の
取
り
組
み
な
ど 

訪
問
に
係
る
「
話

題
」
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

年
金
友
の
会
、
道
外
３
泊

を
育
て
た
女
領
主
、
井
伊
直
虎
の
物
語
で

す
。
話
題
の
ド
ラ
マ
館
で
豪
華
な
衣
装
や

セ
ッ
ト
が
並
べ
ら
れ
、
熱
心
に
観
覧
し
て

い
ま
し
た
。

や
根
も
の
類
の
最
後
の
収
穫
作
業
に
励
む

　

併
せ
て
、
昨
年
台
風
で
罹
災
し
た
穀
類

法
公
布
記
念
し
組
合
員
宅
１
日
１
斉
皆
訪
問

暖
か
い
対
応
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

豪華な衣装にセット！話題の大河ドラマに感動豪華な衣装にセット！話題の大河ドラマに感動

癒
さ
れ
ま
し
た
、

　
　
熱
海
・
伊
豆
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　経済至上主義で農業が語られ、農業の果たして
いる役割が理解されていない現実。各メディアを
通じ数少ない「農業の本質」を熱く語る三橋貴明
氏の話を聞く機会に恵まれました。当コーナーで
シリーズ紹介致します。

農協の二つの役割
　「日本の食料安全保障と農協の使命」ということ
ですが、農協業務というより国民経済的な視点か
ら農協について考えてみたいと思います。そもそ
も、「安全保障」とは何かですが、日本人に尋ねる
と大抵、中国や北朝鮮ミサイルなどに対して防衛
することだと答えますが、それは「防衛安全保障」
です。安全保障には防衛・防災・防犯などいくつ
かの概念がありますが、安全保障は足し算ではな
く掛け算、どれか一つでも壊れると国家全体の安
全保障が崩壊してしまいます。
　中でも、特に人間の生命維持に係るのが「食料
安全保障」です。日本国民が必要な食べ物を滞り
なく供給できること。もちろん、単に食べ物が届
けられればいいということではなく、まずは適正
な価格であり、同時に品質が良く安全であること
です。
　日本の食料自給率はカロリーベースで 38％とほ
ぼ輸入に頼っており、安価だが安全なものかわか
らないのが現状です。この状況が進めば目本の農
家は立ち行かなくなってしまいこれが食料安全保
障の崩壊です。ＴＰＰに見られるように様々な安
全保障に対して政権が攻撃し壊していっていると
いうのが現状で、そういう面から農協はいかなる
役割を果たしていくべきか、農協は二つ大きな役
割があります。全国各地いろんなところに農協は
あり、中山間地などに住んでいる人は、小売り・
金融、ガソリンスタンド、医療など各種インフラ
サービスを農協が提供しないと暮らしていけなく、
農協がサービス提供をやめれば、その地域に住め
ず都市へ人口が集中する、そこに直下型地震が起
きたらどうなるでしょう。日本は亡国となってし
まいます。（次回号へ）

経済通が視る農業・農協

地域経済支える農協
国民の胃袋満たす農業



　

道
農
政
事
務
所
は
10
月
31
日
、
平
成
29

年
産
水
稲
の
作
付
面
積
お
よ
び
予
想
収
穫

量
（
10
月
15
日
現
在
・
北
海
道
）
を
発

表
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、

作
況
指
数
は
「
や
や
良
」
の
「
１
０
３
」

で
、
前
回
発
表
（
９
月
15
日
現
在
）

に
比
べ
、
１
ポ
イ
ン
ト
上
方
修
正
さ

れ
た
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
㌃
当
た
り
予
想
収
量
（
ふ
る
い

目
幅
１
・
7
㍉
㍍
）
は
５
６
０
㌔
㌘

で
前
回
発
表
と
同
じ
で
す
が
、
生
産

者
な
ど
が
使
用
し
て
い
る
ふ
る
い
目

幅
（
１
．
85
㍉
㍍
）
に
よ
る
10
㌃
当

た
り
予
想
収
量
は
５
４
６
㌔
㌘
で
、

前
回
発
表
か
ら
３
㌔
㌘
増
え
た
た
め

と
し
て
い
ま
す
。

　

飼
料
用
米
な
ど
青
刈
り
面
積
を
除
い

た
作
付
面
積
（
子
実
用
）
は
10
万
３
，

（子実用の予想収穫量は
  58 万 1,800㌧見込む）

９
０
０
㌶
で
、
前
年
よ
り
１
，
１
０
０
㌶

の
減
少
で
前
回
発
表（
青
刈
り
面
積
含
む
）

に
比
べ
る
と
３
，
０
０
０
㌶
下
回
っ
た
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
予
想
収
穫
量

（
同
）
は
58
万
１
，
８
０
０
㌧
で
前
年

比
３
，
２
０
０
㌧
の
増
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
主
食
用
の
作
付
け
見

込
み
面
積
は
9
万
８
，
６
０
０
㌶
で

４
０
０
㌶
の
減
少
、
予
想
収
穫
量
は

55
万
２
，
２
０
０
㌧
（
６
，
７
０
０
㌧

増
）
で
、
い
ず
れ
も
前
回
発
表
か
ら

変
わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
道
内
の
作

柄
表
示
地
帯
別
作
況
指
数
で
は
、
北

空
知
（
１
０
３
）
と
上
川
（
１
０
２
）

を
除
く
９
地
帯
で
前
回
発
表
よ
り
１

～
2
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り
、
石

狩
、
南
空
知
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
・
十
勝
が

「
１
０
５
」（
プ
ラ
ス
２
㌽
）、
北
空
知
、

後
志
、
胆
振
、
日
高
が
「
１
０
３
」 （
プ

ラ
ス
１
㌽
）
渡
島
、
檜
山
が
「
１
０
０
」

（
同
）
で
、
す
べ
て
の
地
帯
で
１
０
０
以

上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
作
柄

は
「
や
や
良
」（
作
況
指
数
１
０
２
～

１
０
５
）
が
８
地
帯
、「
平
年
並
み
」（
同

99
～
１
０
１
）
が
３
地
帯
で
、
前
回
発
表

と
同
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
農
水
省
大
臣
官
房
統
計
部

の
発
表
に
よ
り
ま
す
と
、
全
国
の
作
況
指

全国は平年の 100 丁度で公表

数
（
生
産
者
な
ど
が
使
用
し
て
い
る
ふ
る

い
目
幅
ベ
ー
ス
）
は
「
１
０
０
」
が
見
込

ま
れ
、
地
域
別
で
は
中
国
が
「
１
０
３
」、

近
畿
、
四
国
、
九
州
が
「
１
０
１
」、
東

北
、
東
海
が
「
99
」、
関
東
・
東
山
、
北
陸
、

沖
縄
が
「
98
」
と
な
っ
て
い
る
。

作柄表示
地帯

作付面積
（子実用、

ha）

10a 当たり予
想収量（kg）

（ふるい目幅
1.70mm）

農家等が使用しているふるい目幅
（北海道は 1.85mm）の場合 予想収穫量

（子実用、
ふるい目幅
1.70mm）

前年産との比較

10a 当たり
予想収量
（kg）

10a 当たり
平均収量
（kg）

作況指数 対差
（ｔ）

対比
（％）

北海道 103,900 560 546 530 103 581,800 3,200 101

石狩 7,160 552 540 513 105 39,500 600 102

南空知 18,800 557 544 519 105 104,500 500 100

北空知 26,600 581 568 550 103 154,800 1,800 101

上川 29,700 576 563 552 102 171,300 100 100

留萌 4,260 519 508 501 101 22,100 △ 1,800 92

渡島 2,950 497 475 473 100 14,700 500 104

檜山 3,950 514 487 487 100 20,300 200 101

後志 4,510 544 528 511 103 24,500 800 103

胆振 3,610 510 497 481 103 18,400 600 103

日高 1,350 507 493 477 103 6,820 20 100

オホーツク・
十勝 1,030 516 504 478 105 5,300 △ 280 95

平成 29年産水稲の作付面積および予想収収穫量（10 月 15 日現在）

29年産水稲作況指数、

北海道は
  「103」に

子
実
用
作
付
け
面
積
は
10
万
３
，

９
０
０
㌶
で
前
年
比
１
，
１
０
０

㌶
の
減
少

4
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【
北
大
と
の
連
携
協
定
を
締
結
】

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
北
海
道
大
学
は
、

食
と
農
を
中
心
と
す
る
幅
広
い
分
野
の
科
学
技

術
・
学
術
及
び
産
業
の
振
興
、
教
育
の
発
展
を

目
的
と
し
た
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題
に
対

応
す
る
べ
く
、
北
海
道
大
学
と
共
に
、
先
端
技

術
を
活
用
し
た
農
業
生
産
、
道
産
農
畜
産
物
の

価
値
創
出
、
地
域
社

会
づ
く
り
や
人
材
育

成
な
ど
の
面
で
連
携
・

協
力
関
係
を
築
き
な

が
ら ｢

力
強
い
農
業｣

と｢

豊
か
な
魅
力
あ

る
農
村｣ 

の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

　

北
海
道
の
味
覚
を
一
堂
に
集

め
た
毎
年
恒
例
秋
の
イ
ベ
ン
ト

「
２
０
１
７
第
46
回
ホ
ク
レ
ン
大

収
穫
祭
」
を
札
幌
三
越
本
館
で

開
催
し
ま
し
た
。
生
産
者
の
方
の
営
農
へ
の
こ
だ

わ
り
を
消
費
者
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

消
費
者
の
方
が
ど
ん
な
こ
と
を
生
産
者
に
望
ん
で

い
る
か
を
知
り
あ
う
場
と
し
て
、
交
流
イ
ベ
ン
ト

「
食
と
農
の
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
開
催
。
Ｊ
Ａ
道

青
協
、
Ｊ
Ａ
道
女
性
協
の
役
員
の
皆
様
の
ご
協
力

も
あ
り
、
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
大
盛
況
で
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
は
、
家
族
や
周
囲
の
人

へ
伝
え
た
い
こ
と
を
書
き
残
す
「
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
」
の
セ
ミ
ナ
ー
を
初
開
催
し
ま
し
た
。

（
10
月
・
札
幌
市
）

　

行
政
書
士
の
山
根
氏
が
相
続
・

遺
言
の
仕
組
み
等
を
解
説
後
「
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
遺
言
書

を
作
る
準
備
に
も
な
る
」
と
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
版
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
「
い
ま
か
ら
帳
」
の
書
き
方
を
紹
介
し

活
用
を
呼
び
か
け
、「
大
変
参
考
に
な
っ
た
」
等
、

参
加
者
に
ご
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

10
月
よ
り
、
地
域
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
組
合
員
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
Ｊ

Ａ
共
済
の
ロ
ゴ
入
り
反
射
材
付
き
帽
子
５
万
個

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
夜
間
で
も
運
転
者
が
歩

行
者
を
視
認
し
や
す
く
す
る
こ
と
を
目
的
に
全

道
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
順
次
配
布
し
、
交
通
事
故
未

然
防
止
と
根
絶
を
呼
び
か
け
ま

す
。

　

今
後
も
組
合
員
や
地
域
住
民

の
皆
さ
ま
が
安
心
・
安
全
に
暮

ら
せ
る
よ
う
、
地
域
貢
献
活
動

に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の
生
命

と
健
康
を
守
る
た
め
、
本
会
事
業
の
積
極
的
な

啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
広
報

誌
「
す
ま
い
る
」
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
年

３
回
発
行
し
て
お
り
、

様
々
な
医
療
・
健
康
情

報
を
発
信
し
て
お
り
ま

す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で

是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活

動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ

の
時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆

様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ Ａ グ ル ー プ 通 信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

ホ
ク
レ
ン

6
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生産
資材技術情報生産
資材技術情報

営農ホット
ライン

H O T L I N E
施肥と生育環境……技術以前の原理

　作物の収量・品質に大きく影響及ぼすものとして、次
の７つがあげられます（①温度　②空気 ( 酸素・炭酸ガス )
　③水 ( 湿度）　④生物 ( 微生物・病菌 )　⑤栄養・施肥
　⑥光　⑦作物生理）。これらの多くが相互に施肥と密接
に関連していて、多施肥だけで多収・良質をめざすこと
は困難です。いくつかの項目について、施肥との関連を
みていきます。

1．温度と施肥
　地温が低いと作物の養分吸収量が低下します。この原
因は作物の活性低下と土壌微生物の活性低下と考えられ
ます。低温では、リン酸地力・施肥が肝要です（表 1 参照）。
また、暖かめの地温で栽培するのが施肥効果を高めます。

表１　トマトの養分吸収に及ぼす地温の影響 ( 杉山 )

地温 硝酸態窒
素 mg

リン酸
mg

カリ
mg 水(ﾘｯﾄﾙL)

10℃ 26.3 2.7 42.9 211
15℃ 62.0 9.9 79.2 364
20℃ 86.9 22.1 112.6 512

2．自然からの栄養、水と空気
　作物は、多種類の栄養を必要としています。栄養の種
類によって、吸収量は異なっています。
　炭素・酸素・水素はチッソよりも多く吸収されていま
す ( 表 2)。露地栽培では、空気・水は自然にまかせますが、
ハウス栽培では、換気・水やりが、施肥と同様に重要な
技術となります。

表２　植物体の元素含有率　　(Bowen 1955)
元素 含有率％ 元素 含有率％
炭素 45.4 石灰 1.8
酸素 41.0 カリ 1.4
水素 6.6 イオウ 0.3

チッソ 3.0 苦土 0.3
注１）　微量要素などの養分は記述を省略した
　２)　被子植物の場合を示す。(％は乾物当り )

3．土壌微生物
　チッソ施肥は、土壌微生物と深い関係にあります。畑
状態では数種類の微生物によって変化して、硝酸態チッ
ソとなり作物に吸収されます。これらの微生物の多少に
よって、チッソの効きが左右される場合もあります。また、
微生物ですから、土壌水分・温度・pH などの影響も受け
ます。
　堆肥や微生物資材の施用は、この土壌微生物補給に役
立ちます。低温下で作物吸収を急ぐときは、硝酸態チッ
ソを施肥する場合があります。
　次に土壌微生物が直接かかわるチッソ変化例について
紹介します ( 表３)。

　表３　微生物が関わる主なチッソ (N) 変化　
変化内容 摘要

有機 N →アンモ N 有機質肥料等の分解時
アンモ N →硝酸 N 作物が主に吸収
硝酸 N →有機 N 微生物の栄養となる

　注　1) 略記例…アンモ N：アンモニア態チッソ
　　　2) 水稲は、アンモニア態チッソを吸収

4．光と炭酸ガスのマッチング
　空中の炭酸ガスは葉の気孔から取込み、そのエネルギー
源は光です。ハウス栽培は、日中の換気と湿度管理が重
要となってきます。過乾燥・過湿では、気孔は閉じると
されます（図１参照）。
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☆
当
選
者
は

領　

家　

マ
サ
子
さ
ん

笠　

原　
　
　

希
さ
ん

菅　

原　

ス
ミ
子
さ
ん

佐　

藤　

淳　

子
さ
ん

岩　

淵　

暁　

子
さ
ん

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

①
セ
リ
・
ナ
ズ
ナ
・
ゴ
ギ
ョ
ウ
・
ハ

コ
ベ
ラ
…
…
と
い
え
ば

②
平
成
30
年
は
戊
戌
（
つ
ち
の
え
い

ぬ
）
で
す

④
通
り
の
こ
と
。
メ
イ
ン
―
―

⑤
白
黒
写
真
か
ら
は
伝
わ
ら
な
い
も

の
⑦
レ
ー
ズ
ン
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

⑩
米
と
水
を
入
れ
て
セ
ッ
ト
し
ま
す

⑫
男
性
の
方
が
よ
く
使
う
一
人
称

⑭
ベ
ト
ナ
ム
の
通
貨
単
位

⑮
襟
が
緩
ん
だ
り
帯
が
ほ
ど
け
た
り

⑱
竹
の
幹
に
で
き
る
区
切
り

⑳
彼
女
は
満
面
の
―
―
を
浮
か
べ
た

①
画
数
を
意
識
し
て
付
け
る
人
も
い

ま
す

③
歯
を
抜
く
と
き
に
か
け
ま
す

⑥
乗
り
物
を
使
わ
な
い
移
動
手
段

⑧
マ
グ
ロ
の
身
の
う
ち
脂
の
多
い
部
分

⑨
木
偏
に
南
と
書
く
と

⑪
読
み
か
け
の
本
に
挟
む
物

⑬
運
転
席
の
横
に
あ
り
ま
す
。
自
動

車
を
止
め
て
お
く
と
き
に
引
き
ま
す

⑯
手
荒
れ
防
止
に
―
―
ク
リ
ー
ム
を

塗
っ
た

⑰
損
の
反
対
語

⑱
秒
と
時
の
間

⑲
『
領
収
書
の
宛
名
は
？
』「
―
―

様
で
お
願
い
し
ま
す
」

㉑
芸
能
人
の
サ
イ
ン
―
―
が
飾
ら
れ

た
店

㉒
雨
交
じ
り
の
雪
の
こ
と

Ａ
→
Ｅ

『
ト
ル
コ
イ
シ
』
で
し
た

18

7

12

【全体運】行動力が高まり、アクティブに動き回れ
そう。やりたいことは積極的に挑戦を。ネットで
の情報収集も幸運

【健康運】疲れをため込みがち。適度な休息が必要
【幸運を呼ぶ食べ物】水菜

【全体運】暗い気分になりやすいかも。気晴らしを
心掛けて、好きなことに意識を向けましょう。ヒー
リンググッズも有効

【健康運】オーバーワークに注意。のんびりが大事
【幸運を呼ぶ食べ物】クワイ

【全体運】ささいなことで、つまずきやすい時期。
小さなミスにクヨクヨせず、スパッと切り替えて。
ギャラリー巡りにツキ

【健康運】きちんと自己管理を。食べ過ぎは控えて
【幸運を呼ぶ食べ物】ミカン

【全体運】情緒不安定になりがち。身近な人たち
に迷惑を掛けがちなので、気を付けて。玄関に
花を飾るとリラックス可能

【健康運】気が緩みやすいかも。小さなけがに注意
【幸運を呼ぶ食べ物】キンメダイ

【全体運】 レジャー運が活性化。気の合う仲間た
ちとにぎやかに過ごせそう。遠出のドライブやイ
ベントの参加も好結果に

【健康運】健康の話題に注目を。好情報があるかも
【幸運を呼ぶ食べ物】小松菜

【全体運】ちょっとしたことでイライラしやすい傾
向あり。笑顔を忘れずに。ストレス解消には、１
人の時間を満喫して

【健康運】まめに動くと好変化が。散歩もお勧め
【幸運を呼ぶ食べ物】レンコン

【全体運】フットワークが軽くなり、チャレンジ
精神が旺盛になる月。行動範囲を広げていけば、
うれしい驚きに出合えそう

【健康運】スポーツを始めて。気分転換にも効果的
【幸運を呼ぶ食べ物】サバ

【全体運】ゆったり過ごせる期間です。趣味や習い
事に力を注ぐと、新たな発見があるはず。プラ
イベートを充実させて

【健康運】質の高い眠りを目指せば、体調アップへ
【幸運を呼ぶ食べ物】ダイコン

【全体運】自分に自信が持てそう。意見やアイデ
アがあるなら意欲的に主張して。過去に駄目だっ
たことにも新たな変化が

【健康運】 不規則な生活習慣を見直せば、恩恵多し
【幸運を呼ぶ食べ物】長ネギ

【全体運】インスピレーションがさえているので、
ピンときたことはやってみるのが正解。人間関
係は協調性をモットーに

【健康運】回復へ。マッサージで血行を促進させて
【幸運を呼ぶ食べ物】タラコ

【全体運】知的好奇心を刺激される予感。体験教
室や説明会に顔を出してみると手応えあり。趣
味の集まりにも積極参加を

【健康運】リラックスすれば好調をキープできます 
【幸運を呼ぶ食べ物】ヒラメ

【全体運】何かとプレッシャーを感じる気配。深呼
吸で気持ちを落ち着けましょう。また、人の意
見には謙虚に耳を傾けて

【健康運】徐々に好転。体にいいことをすると◎
【幸運を呼ぶ食べ物】野沢菜

12 20

21

22

19

18

Ｅ

18

7

Ｅ

12

20

19

18

ト
リ
オ

タ
イ
カ

オ
ウ
ム

コ
コ
アハ

ト
コ

シ
ユ

ヨ
ル

カ

シ
シ

フ

ア
イ
サ
ツ

コ
ウ
カ
イ ト

ナ
カ
イ

ハ
ナ
タ
バ

62

注！ハガキは62円です



●洋風ブリダイコン●

⑴ダイコンは厚さ 1㎝ほどに切り、面

取りし軟らかくなるまで下ゆでする。

⑵ブリの切り身は沸騰した湯で霜降

りにし、水に落とす。

⑶鍋に煮汁の材料、下ゆでしたダイ

コン、霜降りにしたブリ、ショウガ

の皮を入れ、強火にかける。

⑷煮汁が 1/3 ほどになったらさいの

目に切ったトマト、バジル、おろし

ショウガを入れ、器に盛り付け、こ

しょうを掛けて出来上がり。

ブリ切り身……………２切れ
ダイコン………………1/ ４本
トマト……………………1 個
バジル……………………3 枚
　　（なければパセリでも可）
おろしショウガ……小さじ 1
ショウガの皮……………適宜
こしょう…………………適宜

煮汁の煮詰め加減、砂糖の分量はお好みで。

（2 人分）

煮汁

　かつおだし……1 と 1/2 カップ
　しょうゆ……………1/4 カップ
　みりん………………1/4 カップ
　料理酒………………1/4 カップ
　砂糖……大さじ 2 ～ 3（好みで）

図解

知識ゼロからの現代漁業入門
一番よくわかる　タイプ別

下肢静脈瘤の防ぎ方・治し方

濱田武士　監修
■定価 1,728 円（税込）

魚介類を多く口にする日本
人にとって大切な漁業につ
い て、 消 費 や 流 通、 経 営、
国際情勢などを幅広く網羅
し基礎知識から最新動向ま
でを図解入りでわかりやす
く解説。知識ゼロでも漁業
の現状がよくわかる入門書。

池谷敏郎　著
■定価 1,404 円（税込）

多くの女性を悩ませる下肢
静脈瘤。さまざまな症状の
進行度ごとに最適な体操と
食事療法を、メディアで活
躍中の「血管先生」こと池
谷医師が詳しく紹介。自分
の症状に合ったベストな予
防＆改善方法が選べる。
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①
セ
リ
・
ナ
ズ
ナ
・
ゴ
ギ
ョ
ウ
・
ハ

コ
ベ
ラ
…
…
と
い
え
ば

②
平
成
30
年
は
戊
戌
（
つ
ち
の
え
い

ぬ
）
で
す

④
通
り
の
こ
と
。
メ
イ
ン
―
―

⑤
白
黒
写
真
か
ら
は
伝
わ
ら
な
い
も

の
⑦
レ
ー
ズ
ン
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

⑩
米
と
水
を
入
れ
て
セ
ッ
ト
し
ま
す

⑫
男
性
の
方
が
よ
く
使
う
一
人
称

⑭
ベ
ト
ナ
ム
の
通
貨
単
位

⑮
襟
が
緩
ん
だ
り
帯
が
ほ
ど
け
た
り

⑱
竹
の
幹
に
で
き
る
区
切
り

⑳
彼
女
は
満
面
の
―
―
を
浮
か
べ
た
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12月のパソコン講習会について

営農部 営農支援課　☎68-7014

　◆日　程◆
種　　　類 月　　日 時　　　間 内　　　容 講　師 場　所

ソリマチ簿記
( パソコン )  12 月 15 日（金） ① 9:00 ～ 11:00

② 13:00 ～ 15:00

・ソリマチ簿記の使い方や勘定科目の
　設定など
・次年度更新の行い方
・クミカンデータの転送仕方

青申会 ＪＡ 2 階
PC 研修室

◆持参するもの◆
自分のパソコンで講習を受けたい方➡本体を持参してください
ソリマチ簿記を受講希望の方➡
伝票入力の練習も行いたい場合は、今年のクミカン報告書と減価償却資産台帳を持参して下さい。

研修センター　☎92-0588

確かな運転技術と
資格をもって農作業安全を…

　農機協では、北央自動車学校で受講の各種技
能資格取得に向けた講習会への参加を呼びかけ
ています。丘の大地 11 月号で年内分の日程を
掲載致しましたが、平成 30 年度の技能講習日
程が決まりましたのでご案内致します。詳しく
は研修センターにお問い合わせ下さい。

※日程等につきまして変更される場合もありますのでお
問い合わせ下さい。

◆車輌系建設機械（整地・運搬・積込用及び掘削用）運転技能講習
①平成30年1月15日～16日　②平成30年1月26日～27日
③平成30年2月19日～20日　④平成30年3月19日～20日

受講料 44,000 円（税込）教本代含む

◆フォークリフト（大型特殊免許取得者―キャタピラ式を除く）運転技能講習
①平成30年1月24日～25日　②平成30年2月5日～6日
③平成30年3月5日～6日

受講料 24,000 円（税込）教本代含む

◆玉掛け技能講習（小型移動式クレーン運転技能講習修了者及び移動式クレーン運転士免許取得者）
①平成30年1月17日～19日

受講料 25,000 円（税込）教本代含む

◆小型移動式クレーン運転技能講習（吊上げ荷重1ｔ以上5ｔ未満）
①平成30年1月29日～31日

受講料 44,000 円（税込）教本代含む

軽油配送日の変更について

ホクレン美瑛北町給油所　☎92-2157

　冬期間の軽油配送日について、下記の内容での
配送となりますのでお知らせします。

期　間：12 月～３月（冬期間）
油　種：軽油
配送日：毎週水曜日（週１回・祭日の場合はその
　　　　前後・正月期間はお休みします）
　　　　※配送のご予約はお早めにお願いします。
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青年部・フレッシュミセス会
ふれあい交流会のお知らせ

　青年部・フレッシュミセス会主催のイベントを
昨年に引き続き今年も開催！
　楽しい余興と町内外からおいしいオードブルや
デザートをご用意しています！
　お子さんも連れて、ぜひぜひご家族で遊びに来
てください♪

開催日時：平成２９年１２月１６日（土）
　　　　　１３：００～１５：００
場　　所：ＪＡ本所３階　大ホール
参加費用：青年部
　　　　　フレッシュミセス会員　1,500 円
　　　　　ＪＡ職員
　　　　　組織未加入者　　　　　1,000 円
申込期日：電話またはＦＡＸにて営農部まで
　　　　　お申込ください♪
その他　：組織未加入者の会費は当日現金で
　　　　　徴収いたします。

営農部
 　☎68-7014　 FAX92-2644

年末のＪＡ業務時間のご案内

総務部　☎92-2111

12 月 29 日 ( 金 ) 12 月 30 日 ( 土 ) 12 月 31 日 ( 日 )

金 融 店 舗 窓 口 仕事納め    　　　
9：00 ～ 16：00 休　　業 休　　業

Ａ
Ｔ
Ｍ

ホ ク レ ン
シ ョ ッ プ 玄 関 9：00 ～ 18：00 9：00 ～ 17：00 9：00 ～ 17：00

金 融 店 舗 8：45 ～ 17：00 休　　業 休　　業

給
油
所

北 町 8：00 ～ 19：00 8：00 ～ 19：00 仕事納め　    　　
8：00 ～ 17：00

大 町 セ ル フ 6：00 ～ 21：00 6：00 ～ 21：00 6：00 ～ 21：00

上 記 以 外 の 部 門 8：30 ～ 17：00 仕事納め　　    　
8：30 ～ 12：00 休　　業

小規模企業共済のご案内

貯金課　金融店舗　☎92-4325

　小規模企業共済とは小規模企業の経営者（※）の
方の退職金制度です。

　※従業員２０名以下の企業経営者   
　 （宿泊業・娯楽業を除くサービス業、商業の場合
は常時使用する従業員は５名以下）   
   

《掛　　金》 
　1,000 円から 70,000 円の範囲で自由に設定可
能です     

《節　　税》
　掛金については小規模企業共済掛金控除として課
税所得から控除されます。    
 
詳しくは金融店舗窓口までお問合せください。 



　

Ｊ
Ａ
び
え
い
販
売
㈱
で
は
現
在
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
会
社
や
ス
ー
パ
ー

な
ど
、
消
費
者
に
よ
り
近
い
と
こ
ろ
で

営
業
を
行
う
こ
と
で
、
都
市
部
の
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
産
地
Ｐ
Ｒ
も
併

せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
本
体

と
の
連
携
を
密
に
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
テ
レ
ビ
会
議
や
情
報

交
換
、
商
談
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
連
携
を
図
り
進
め
て
い
ま

す
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
有
利

販
売
に
つ
な
が
る
新
た
な
取
引
先
を
増

や
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ネ
ッ
ト
通

販
で
は
、
新
米
販
売
に
加
え
、「
美
瑛

米+

加
工
品
」
や
「
加
工
品
セ
ッ
ト
」

と
い
っ
た
取
り
組
み
も
進
め
好
評
を
得

て
い
ま
す
。

　

十
一
月
よ
り
、
全
国
各
地
の
銘
柄
を

無
洗
米
に
加
工
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で

の
販
売
を
行
っ
て
い
る
卸
売
業
者
と
の

取
引
が
始
ま
り
、
東
京
新
宿
マ
ル
イ
に
て

新
店
を
オ
ー
プ
ン
す
る
に
あ
た
り
、「
美

瑛
産
な
な
つ
ぼ
し
」
を
商
品
化
し
店
頭
に

並
ん
で
い
ま
す
。
都
市
部
に
お
い
て
は
、

重
さ
、
内
容
量
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
消
費
者

の
購
入
意
欲
を
湧
か
せ
る
た
め
に
は
重
要

で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
銘
柄
が
名
を
連
ね
て
い
る

昨
今
、
売
る
側
に
と
っ
て
他
産
地
や
他
銘

柄
と
の
差
別
化
を
い
か
に
図
る
か
が
課
題

の
一
つ
で
す
。
約
２
合
の
お
米
を
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
で
販
売
す
る
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
そ

の
手
軽
さ
が
一
番
の
魅
力
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
設
立
か
ら
半
年
、
様
々
な
所
で
美

瑛
産
農
産
物
だ
け
で
は
な
く
「
美
瑛
」
と

い
う
町
の
Ｐ
Ｒ
も
併
せ
て
行
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
認
知
度
は
い
ま
だ
低
い
と
感
じ

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
産
直
小

ロ
ッ
ト
配
送
や
セ
ッ
ト
販
売
な
ど
、
当
Ｊ

Ａ
独
自
の
取
り
組
み
を
今
後
も
積
極
的
に

進
め
、
よ
り
多
く
の
方
に
「
美
瑛
」
と
い

う
産
地
を
知
っ
て
頂
き
、
そ
こ
で
獲
れ
る

作
物
の
魅
力
を
発
信
し
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。

東京新宿マルイに並ぶ美瑛産米
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■準備は万全に進むのだろうか？いよいよ 2018 年産米から、政府によ
る米の生産数量目標の配分がなくなる。地方自治体や JA などによる主
体的な需給調整が求められることになる。また、米の直接支払交付金も
廃止されることから、消費者や実需者の二－ズに即した“売れる米作り”
の徹底が欠かせないとして、マスメディアは各地域や JA グループがど
う取り組もうとしているのかを点検したり、農業者がすべきことを無責
任に「評している」。加工用といえども MA 米が輸入され、造られた過
剰の上で生産者や農業団体に需給調整を求めてくるのは「筋違い」と思
わないでしょうか。いつの間にか EU 経済連携協定締結、種子法の廃止、
規制改革の強行などに動きがありますが、「どこに丁寧な説明」があるの
でしょうか。

731 人

1,897 人

275 億 76 百万円

72 億 13 百万円

 11 億 37 百万円

46 億 02 百万円
※百万円未満四捨五入  
（平成 29 年 10 月末）

発生件数　　6 件（15 件）　《19 件》
　　負傷　　6 人（15 人）　《18 人》
　　死亡　　0 人（  0 人）　《 1 人》
（　）は 29 年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（11月20日現在）
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1日（金）　第 44回集落代表者研修会

3日（日）
　百合根生産部会
　道外視察研修（～ 6日）

6日（水）　豆作生産部会　道内役員研修（～ 7日）

12日（火）　馬鈴薯生産部会　評議員研修会

23日（土）　天皇誕生日

平
成

29年
12月

1日（
毎

月
1回

発
行

）
昭

和
45年

3月
5日

第
3種

郵
便

物
認

可
毎

月
1日

発
行

1127
熊

谷
留

夫
総

務
部

　
　

第32回理事会　11月2日（木）
■議案審議事項
議案第１号　全国監査機構北海道監査部による監査結果

について
・原案どおり承認されました。
議案第２号　固定資産（土地）の売却について
・原案どおり承認されました。
議案第３号　大口信用供与等について
・原案どおり承認されました。
■協議事項
①第 42 回組合員宅一日一斉皆訪問の実施について
②第 44 回集落代表者研修会の実施について

ＪＡびえい販売　東京事務所

　　インフォメーション
販 ㈱


